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経口摂取とは

食べ物や薬を口から摂り入れること
経口摂取ができない場合は、
点滴や経鼻管等で栄養を補給します。

①経口摂取の意義



経口摂取の意義

食べることは、生命の維持に必要なだけではなく、
食べる楽しみ、食べることを通して行われる
コミュニケーションなど、生活の質（QOL）の面でも、
重要な意味を持っています

①経口摂取の意義



介護施設の入所者に聞きました

これらの大部分を
行っている器官を
想像してみて下さい。

1位・・おいしい物を食べる

2位・・家族との語らい

3位・・寝ること

4位・・友人とおしゃべり

Q 日常生活一番の関心ごとはなんですか？

①経口摂取の意義



これらは全て口の役割です！！

①経口摂取の意義



口腔の働き

① 摂食・嚥下（飲み込み）の機能

② コミュニケーションの機能

③ 感覚の器官としての機能

④ 感染防御としての機能

①経口摂取の意義



① 摂食・嚥下（飲み込み）の機能

食物を取り込み、噛みくだき、唾液と混ぜて飲み込む機能

機能が低下すると➡窒息、誤嚥、低栄養、脱水の危険性

機能が低下すると「食べる楽しみ」が奪われます

①経口摂取の意義



② コミュニケーションの機能

発音から表情、楽しい日常生活

家族や仲間とのおしゃべり、唄を歌う

泣いたり笑ったり、社会活動への参加

機能が低下すると、「閉じこもり」の危険性も

①経口摂取の意義



③ 感覚の器官としての機能

味覚、触覚、温度を感じる器官

脳機能の活動・発達を促します

機能が低下すると、「認知症」の危険性が増すことも

①経口摂取の意義



④ 感染防御としての機能

多くの感染症がお口を通して感染します

（肺炎予防、口腔ケアの重要性）

唾液には細菌やウイルスを殺菌する作用

機能が低下すると

「むし歯や歯周病」
「口腔細菌増加による全身疾患」の危険性

①経口摂取の意義
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咀嚼と健康余命の関係

<出典>那須郁夫：咀嚼能力の向上は健康余命を延伸する - 日本補綴会誌 4,2012

②口腔機能と脳機能や認知機能、運動機能との関連



自分の歯で噛める人は寝たきりになりにくい

出典 歯科健康の達人

②口腔機能と脳機能や認知機能、運動機能との関連
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出典 歯科健康の達人
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認知症高齢者のかみ合わせの有無と転倒回数

②口腔機能と脳機能や認知機能、運動機能との関連



後期高齢者の歯科受診は
全身疾患による入院発生の予防効果あり

歯科受診がなかった場合と比べると

歯科受診があった場合
急性期の入院発生は

肺炎 脳卒中発作 尿路感染症

１５％↓ ５％↓ １３％↓

②口腔機能と脳機能や認知機能、運動機能との関連



第一章〜なぜ「口から食べること」が重要なのか〜

①経口摂取の意義
②口腔機能と脳機能や認知機能、運動機能との関連
③摂食・嚥下のメカニズム
④誤嚥性肺炎
⑤オーラルフレイル



摂食・嚥下の流れ

食物を認識して口に取り込むことに始まり、
胃に至るまでの一連の過程

摂食・嚥下とは

③摂食・嚥下のメカニズム



https://www.youtube.com/watch?v=foC05_MqkOY

③摂食・嚥下のメカニズム
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誤嚥性肺炎とは

肺炎とは

肺炎は、肺に炎症を起こす病気。
細菌やウイルスなどによって起こり、細菌やウイルスは、
鼻や口から侵入し、のどを経由して肺の中に入り込みます。
健康な人は、この細菌やウイルスをのどでブロック
出来ますが、風邪をひいたり免疫力が落ちている時は、
細菌やウイルスがのどや気管を通りぬけて肺まで侵入し、
炎症を起こします。この状態を肺炎といいます。

誤嚥性肺炎とは

誤嚥性肺炎は、細菌が唾液や食べ物などと一緒に誤嚥され、
気管支や肺に入ることで、肺に炎症を起こす病気

④誤嚥性肺炎



誤嚥性肺炎の兆候

④誤嚥性肺炎



日本人年代別死亡原因
④誤嚥性肺炎



出典 厚生労働省 令和元年(2019) 人口動態統計月報年計(概数）の概況

誤嚥性肺炎の発生頻度の推移

④誤嚥性肺炎



出典：厚生労働省 2017年10月12日更新

④誤嚥性肺炎



④誤嚥性肺炎



顕性誤嚥と不顕性誤嚥

不顕性誤嚥

④誤嚥性肺炎



誤嚥性肺炎の予防のために
④誤嚥性肺炎



日本老年歯科医学会HPより日本歯科医師会HPより

舌苔 口腔剥離上皮膜

誤嚥性肺炎の予防のためには
歯の清掃ももちろん大事ではあるけれど

④誤嚥性肺炎



出典：米山武義先生ほか『口腔衛生の誤嚥性肺炎に対する予防効果』（日歯医学雑誌）

④誤嚥性肺炎
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⑤オーラルフレイルについて



オーラルフレイルとは
「口の機能の虚弱」のことであり
フレイルや要介護が進む原因となる

⑤オーラルフレイルについて



⑤オーラルフレイルについて



負の悪循環

⑤オーラルフレイルについて



オーラルフレイルの人が抱えるリスク

お口のささいな
衰えは、近い将
来全身が衰える
サインといえる

オーラルフレイ
ルを早期に発見
ししっかり対応
することが重要

⑤オーラルフレイルについて



オーラルフレイルのリスク判定

⑤オーラルフレイルについて



⑤オーラルフレイルについて



8020TV口腔体操でオーラルフレイル予防
⑤オーラルフレイルについて



日本歯科医師会 口腔体操

⑤オーラルフレイルについて



大阪府歯科医師会 ミルクボーイ

⑤オーラルフレイルについて


